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五島　 アボ リジ ニの食事 と栄養

　　　アボ リジニの食事 と栄養

マニ ング リダ ・マ ーケ ッ トの調査

五 島 淑 子*

I.は じめ に

Ⅱ.目 的 と方 法Ⅲ

.マニングリダ にお け る食 物 の移 入

Ⅳ.結 果

　 1.マニングリダ ・マ ー ケ ッ トに お け る食

　 　 料 供 給 量

2.マ ニ ング リダ ・マ ー ケ ッ トに お け る栄

　 　 養 素 等 供 給 量

3.マ ニ ング リダ ・マ ー ケ ッ トの 食料 供 給

　 　 の特 徴

4.栄 養 状 態 と疾 病 との 関連

V.　 ま とめ

1.は じ め に

　 アーネムランド のオース トラ リア ・アボ リジ ニ社会は,狩 猟採集経済を続けて きた

が,現 在 では,白 人 との接触に よ り,工 業化 された 自動車,鉄 砲等 の製品が 日常生活

に とりいれ られている。 さらに まちには 白人の経営 ・管理す るマーケ ッ トが作 られ,

食 品の購入が貨幣を通 じて行われるなど,本 来狩猟採集 によ り食料 を獲得 して きたア

ボ リジニの食生活 にも大 きな変化がおきてい る。

　それに伴いマーケ ッ トの食品は,現 代の アボ リジニの食事の一部 として重要な役割

をはた してい る。そ こで,マ ーケ ットの食物に注 目し,食 料 の供給 量,栄 養素等の供

給量を中心 と して,ア ーネムランド ・マニング リダ管 区におけ るアボ リジニの食 事を

分析す ることに した。

　マニングリダ 管区で調査 した ミーヤ ンは,コ パ ンガ ・アウ トステーション におけ る

マ ーケッ トの食料 の占め る割合がエ ネルギーの41.8%,タンパク 質の13.1%で あ った

としている 【MEEHAN　 1982:154】 。 さらに,アルトマン はモ メガ ・アウ トステーシ ョ

ンにおいて1979年 か ら1980年 にかけての1年 間 の調査の結果,マ ーケ ッ トの食料が 占

め る割合は,1年 間を平均す るとエネルギーの53.8%,タンパク 質の20.3%で あ った

ことを報告 している 【ALTM餌 　 1987:36]。

　 今回調査を行 った1988年 は,ミ ーヤ ソの調査 か ら10数 年,ア ル トマンの調査 か ら8
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年を経ていること,対象地域が狩猟採集経済を強 く残すアウトステーションではな く,

マニングリダというまちであることを考えれば,マ ーケットのはたす役割はさらに大

きく,ア ボ リジニの食生活を変化させ,疾 病の形態の変化等,時 間的変化をみる点で

重要な意味をもつ と考えられる。

Ⅱ.目 的 と 方 法

ぐ

　目的は,① マーケットでどのくらいの食料を購入,販 売 しているかを把握 し,② そ

れをもとに栄養学的な検討を加え,③マニングリダ ・マーケットの食料供給の特徴を

明らかにした うえで,④ 栄養状態と疾病の関連について検討することにある。

　資料は,1988年1月 後半から8月 前半までのマーケットの注文伝票である。食料は

1ヶ 月に2回 の割合で船便で仕入れられるため,調 査対象の期間に14回 の注文伝票が

あるはずであるが,実 際には1回 仕入れがされなかったため,注 文伝票は13回 分であ

る。

　 また,生 鮮野菜 ・果物の記録は1988年8月 の1回 分 しか手に入 らなか ったが,マ ー

ケ ットの支配人の ゴルデス氏 に よると,記 録はな くしたが月 ごとに大 きな変化 はない

との ことで,そ れ を各月分 として使用す ることとした。

　 方法は,ま ずマ ーケッ トの注文伝票を もとに,7ケ 月間の総仕入れ量 を算出 し,さ

らに栄養素等供給量を算 出 した。1人1日 あた りの食料供給量 は,総 仕入れ量を1日

あた りに換算 し,さ らにマ ニング リダの人 口であ る1,700人(ア ウ トステーション,

白人を含める一バ ウィナ ンガ ・アボ リジナル ・コーポレーション 顧問のデ ィビッド ・

ボ ン ド氏に よる)で 除す ことに よって算出 した。 また船便 ごとの栄養素等 の供給量の

変化をみ るため,船 便 ごとに仕入れ られた食品の総供給量を求めた。半月 ごとの1人

1日 あた り栄養素 等供給量 は,船 便が1ケ 月に2回 の割 であるこ とか ら1回 分 を15日

と して,総 供給量 を15日,さ らにマニングリダ の人 口の1,700人 で 除す ことに よって

算出 した。

　 栄養 供給量 の算 出に は,オ ース トラ リア の食 品成分 表 を使用 した　【THOMAS&

CoRDEN　 19771。 な お,マ ーケ ッ トで取 り扱 っている328品 目(注 文票に よる)の う

ち,食 品は205品 目であ り,重 量の換算,栄 養素等 の計算が できた ものは,そ の うち

の146品 目であ った。換算で きなか った ものの大半 は,量 的 に少 ないもので,全 体 の

傾 向に影響を与 えない と考えている。
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Ⅲ.マ ニ ン グ リダに お け る食 物 の移 入

　 マニ ング リダにおける食物の移入は次 のよ うに行われてい る。まず船に よるもので,

缶 詰や冷凍食品等 の保存食や貯蔵に耐 える野菜 類等 であ る。つ ぎに飛行機に よるもの

で生鮮 野菜が届け られ るほか,陸 路 や船便が とだえた とき等,非 常の場合に重要 とな

る。 さらに自動車で持 ち こむ もの,お よび近隣の村 との物 々交換に よるものがあ る。

それ以外には アボ リジニの伝統的な狩猟採集 による食物 の獲得があ る。 またマニ ソグ

リダではパ ン工場でパ ソが製造 され,ヘ イステ ィ ・テイステ ィとよぽれる ファース ト

・フー ドの店があ る
。パ ンの材料や フ ァース ト ・フー ドの材料は,ダーウィン か ら仕

入れ られている。

　 マーケ ッ トは,土 ・日 ・祝祭 日を のぞいて9時 か ら12時 まで と2時 か ら5時 まで開

いてお り,扱 ってい る食品は小麦粉,砂 糖,紅 茶,パ ン,ビ スケ ッ ト,缶 詰類,ジ ュー

ス類,炭 酸飲料類等の食料品,衣 服,日 用品(テ ッシュペーパ ー,ト イ レッ トペ ーパ ー,

モ ップ,ご み袋 な ど),た ぽ こ,お もち ゃ,弾 丸である。 扱 っている種類,量 は食料

品が最 も多い。

　 マ ーケ ッ トの仕 入れは,定 期的に1ケ 月に2回 船便(barge)と,時 に応 じて飛行

機に よって,ダ ーウィンから運ぼれてい る。

　 今回分析の対象 としたのは,マ ーケ ットのみ で,パ ン工場,ヘ イステ ィ ・テイステ

ィについては含んでいない。

Ⅳ.結 果

1.マニングリダ ・マ ー ケ ッ トに おけ る食 料供 給 量

　マーケ ッ トで供給 され てい る食料 につ いて,7ケ 月を通 じた平均 の1人1日 あた り

の供給量を求めた ものを,表1に 示 した。航空便で仕入れ られた もの,野 菜類につい

ては1回 分のデ ータであるため7ケ 月を通せぽ低い値 になる可能性が高い。

　食品 ごとにみ る と,1人1日 あた り供給量 は,砂 糖121.09,炭 酸 飲料111.39,小

麦 粉77.6g,肉 類 の缶詰62.8g,冷 凍 肉29,3gな どであ った。

　 1983年 の オ ース トラ リアにおけ る国民食事調査 に よれば25-64歳 の成人 の 「砂糖

お よび その加工 品」 の消費量 が男子 で219,女 子 で139で あ り　【DEPARTMENT　 of
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表1　 マニングリタ㌦ マーケットにおける食料供給料(1988年1月 から8月)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1人1日 あた り)(g)

食 料

砂 糖

炭 酸 飲 料

小 麦 粉

缶 詰(肉 類)

冷 凍(肉)

リン ゴ*

オ レ ンジ*

乳 加工 品

コ ーデ ィア ル

スイ カ*

ミカ ン*

米

ビス ケ ッ ト

重量

121.0

111.3

77.6

62.8

29.3

23.3

21.8

18.1

17.1

14.6

14.6

14.1

13.2

食 料

ジュース

牛乳

シリアル類

卵

アイスクリーム

紅茶

缶詰(野 菜)

缶詰(魚)

マーガリン

オーツ

ジヤガイモ*

缶詰(果 物)

冷凍(菓 子)

重量

13.0

10.9

10.4

10.3

7.2

6.3

6.1

5.9

5.8

5.7

4.6

4.4

4.4

食 料

ナ シ*

ハ ム類

タ マ ネ ギ*

油

鶏 肉

ケー キ

チ ー ズ

ソ ース類

ジ ヤ ム

塩

冷 凍(野 菜)

シ ロ ッフ

ベ ビ ー フー ド

重量

3.6

2.7

2.2

2.0

2.O

l.9

1.6

1.6

1.4

1.3

1.3

1.3

1.3

　*1988年8月 の1回 分の記録による

CoMMuNITY　 SERvlcEs　 and　 HELTH　 1987a:60】,そ れ と比較 して砂糖 の供給量が非常

に多い ことがわかる。また 「小麦粉」の消費量 は1983年 に おいて男子4g,女 子3g,「 パ

ンお よびそ の類似品」が男子238g,女 子152gで あ り 【DEPARTMENT　 of　CoMMuNITY

SERvlcEs　 and　 H肌TH　 1987a:22】,マ ーケ ッ トにおけ る小麦粉の供給 量は多い といえ

る。

　 とくに,狩 猟採 集 とい う伝統的な食生活か らみ ると,砂 糖,炭 酸飲料,小 麦粉 の供

給量 が多 い。 また,マ ーケ ッ トでは,魚 介類がわずか しかない こと,野 菜類が少ない

とい う特徴があ る。

2.マニングリダ ・マーケ ッ トにおけ る栄養素等供給量

　 っ ぎ に,マ ー ケ ッ トか ら 供 給 さ れ て い る 食 料 を も と に1人1日 あ た りエ ネ ル ギ ー

お よ び 栄 養 素 等 供 給 量 を 算 出 し た(表2)。 そ の 結 果,エ ネ ル ギ ー7,759KJ

(1,854kca1),タンパク 質75.5g,脂 質63.1g,カ ル シ ウ ム307mg,鉄8.8mg,ビ タ ミ

ンA効 力1,3501U,サ イ ア ミ ソ(ビ タ ミ ンBl)872μg,リ ボ フ ラ ビ ン(ビ タ ミ ンB2)

0.59mg,ビ タ ミ ンC　19.8mgで あ っ た 。

　 マ ニ ン グ リ ダ地 域 で の 食 事 調 査 に は ミー ヤ ン とアルトマン に よ る も の が あ る 。 ミ ー

ヤ ン は コ パ ン ガ ・ア ウ トステーション(1972-73)に お い て 総 エ ネ ル ギ ー摂 取 量 が,

2,153.Okcal,総タンパク 質166.69で,そ の う ち マ ー ケ ッ トの 食 料 が そ れ ぞ れ

1,040.Okcal,28.59で あ っ た と報 告 し て い る　 【MEEHAN　 l9821。 一 方,アルトマン は
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表2　マニングリダ ・マーケットにおける栄養素等供給量(1人1日 あた り)

タ ンパ ク質

脂 肪

炭 水 化 物

エ ネ ル ギ ー

カル シ ウム

リン

鉄

ナ ト リウ ム

カ リウ ム

β一カ ロチ ン

レチ ノ ール

サ イ ア ミソ

リボ フ ラ ビン

ナ イ ア シ ソ

ビタ ミ ンC

9

9

9

KJ

mg

mg

mg

mg

mg

μ9

μ9

μ9

mg

mg

mg

船 便

75.0

62.9

246.6

7,626.6

293.1

8775

85

1,501.9

1,185.6

289.7

205.3

773.5

0.59

16.6

4.7

船 便
(野菜

0.5

0.2

7.8

131.2

14.O

l2.3

0.3

1.7

106.1

106.1

0

38.6

0.0

0.2

14.8

航空便

0.0

0。0

0.1

0.9

0.2

0.3

0.0

0.O

l.8

3.6

0

0.4

0.0

0.0

0.3

合 計

75.5

63.1

254.5

7,758.7

307.3

890.1

8.8

1,503.6

1,293.5

399.4

205.3

871.9

0.59

16.8

19。8

備 考

1,854kcal

ビタ ミソA効 力

1,3501U

(註)1　 kcal=4.184　 KJ

　 　 ビタ ミ ンA効 力=レ チ ノ ール/0.3+カ ロチ ソ/0.6

モメガ ・アウ トステーシ ョン(1979-80)に おいて総エネルギー摂取量が2,873.Okcal,

総 タ ンパ ク質147.4gで あ り,そ の うちマーケ ッ トの食料 は1,584.Okcal,27.3gで あ

った と してい る。 アル トマ ンは これ らを分析 して,モ メガの総 エネルギー量が コパ ソ

ガに比較 して多いのは,モ メガではマーケ ットの食料 が増加 してお り,そ の結果エネ

ルギー量が増加 しているためで,そ れ は現金収入の差に よるものであ り,野 生食料に

ついては どち らの地域 もほ とん どかわ らない ことを報 告 してい る　【ALTMAN　 1987:

40-41]。

　 マ ーケ ッ トの栄養 素等 供給量 と比較す るため にオース トラ リアの成人(24-64歳)

の栄養素等摂取量を表3に 示 した(統 計 では男女別 に示 されている)。1983年 の オー

ス トラ リア人 の調査は摂取量 で示 されてお り,一 方,マ ーケッ トは供給量であ るとい

う違いはあ るが,全 体 の傾向の把握は可能である。

　 マーケ ッ トの栄養素等供給量 は,1983年 の オース トラ リア人の摂取量 と比較 して,

エ ネルギー,タンパク 質は男女の中間の値を示 していた。無機質ではカルシ ウムが,

男女 の摂取量の半分以下 であ り,不 足 してい る。 しか もカルシウムは吸収 のさい リン

とのパ ラソスが問題 となるが,リ ンの供給量が カル シウムの約3倍 であ り,吸 収 され

に くい と考え られ る こと,ま た ビタ ミンCの 供給量が少ない ことで,吸 収が悪 い と考

えられ る。 また,鉄 は1983年 男 子 の摂取量のの55.3%,女 子 の75.9%で あ り,不 足 し
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表3　 オーストラリア人の栄養素等摂取量

　　　　　 (成人(25-64歳)1人1日 あたり　 1983)

エネルギー

タンパク質

炭水化物

デンプン

糖類

脂質

コ レス ァ ロー ル

ア ル コー ル

食物 繊 維

レチ ノ ール 当量

サ イ ア ミン

リボ フ ラ ビン

ナ イ ア ミン等 量

ビタ ミンC

鉄

カ ル シウ ム

亜 鉛

マ グネ シ ウム

(KJ)

(9)

(9)

(9)

(9)

(9)

(mg)

(9)

(9)

(μ9)

(mg)

(mg)

{mg)

(mg)

(mg)

(mg)

(mg)

(mg)

男

11010

106

274

151

123

110

417

24.7

23.2

1420

1.38

2.27

41.2

127

15.9

876

14.7

378

女

7410

74

192

100

92

76

311

8.9

18.7

1820

1.04

1.77

28.7

112

11.6

707

10.6

276

【National　 dietary　 survey　 of　adults:1983　 No.2】

てい る。 さらに,ビ タ ミソ類は,1983年 の オース トラ リア人の摂取量が ビタ ミソAは

レチ ノール等量 で男1420μg,女1820μgで あ り,ビ タ ミソA効 力に換算 す ると,

5,000-6,0001Uで あ る。すなわち,マ ーケ ットの供給量はその20～30%で あ る。また,

サ イア ミソ(ビ タ ミソB1)は63～84%,リ ボ フラビン(ビ タ ミソB2)は,26～33%,

ビタ ミンCは16～18%で あ り,ビ タ ミン類が不足 してい る。

　 アボ リジニの体格(身 長,体 重)や,基 礎代謝量,お よび運動量 がわか らない こと,

さ らには長 い間に体 内におけ る代謝活動 も適応 してい ると考 えられ るので,栄 養素等

の必要所要量については今後 の詳細な研 究をまたねぽな らない。 しか も,今 回マーケ

ッ トの食料供給量を平均 して1人1日 あた りとしたが,年 令構成や人 口の変動等 は不

明である。

　 しか しなが ら,成 人の オース トラリア人 と比較 して,マ ーケッ トの供給す るエネル

ギー量,タンパク 質量がほぼ同 じ量 であるとい うこ とは,マ ーケッ トの食料 で生存す

るには不可能でないことを意味 している。ただ し,マ ーケ ッ トの食料だけ で生活す る

と,無 機質,ビ タ ミソ類 に不足を きたすはずである。 アボ リジニの食生活 にはマーケ

ッ トの食料だけでな く狩猟採集でえた食料があ り,動 物 の内臓を食べる ことや特定 の
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成分に富む植物 の存在が考え られ るので,そ れ らを摂取するこ とに よ り,栄 養的に補

っていると考 えられ る(実 際は野生食料の不足 をマーケ ッ トの食料で補 っているので

ある)。

　 マ ニング リダ ・マーケット において供給 され る全 エネルギ ーに占め るタンパク 質,

脂 質,炭 水化物 の比率はそれぞれ16.0%,30.1%,53.9%で あ った。 オース トラ リア

人(1983年)の 全摂取 エネルギ ー量に占め るタンパク 質,脂 質,炭 水化物お よび アル

コールの比率は,男 子 で16.8%,36.6%,40.3%,6.3%,女 子 では17.7%,37.0%,

41.9%,3.3%で あ る 【DEpARTMENT　 of　CoMMuNITY　 SERvlcEs　 and　 HEALTH　 1987b]。

エ ネルギーに 占め るタンパク 質,脂 質,炭 水化物の比率 はマーケ ッ トとオース トラ リ

ア人で大 きな違いはない。 しか しなが らマーケ ッ トでは,炭 水化物 に占める砂糖 の割

合が大変大 きい ことが問題 であ ると思われ る。

　 つ ぎにマーケ ッ トのエネルギー,タンパク 質,炭 水化物供給量の船便 ごとの変化を

みた ものを図1～ 図3に 示 した。

　 エネルギーの供給量の変化(図1)を み ると,5月 前 半には仕入れ がされていない,

2月 前半に とびぬけて多 いな ど,船 便 ごとに仕入れ の量が一定 していない。 これは,

仕 入れの管理が充分徹底 してお らず,不 足 したか ら注文す るとい う状態のため と考 え

られ る。 また,マ ーケ ッ トに並 ぶ商品 もあ らゆ る食品が まんべ んな くとい うのでは な

く,ジ ュースが占領 していた棚 を次の 日には牛乳が占めてい るとい う状況が観察 され

た。 マーケ ッ トの管理室にはパ ーソナル ・コンピュータ がおかれ ているが,1988年 の

時点では,在 庫管理 には使用 されている様子はなか った。

　 エネルギ ー供給量(図1)は1月 か ら4月 にかけては,10,000KJを 上 回る供給量

があるが,4月 の後半 以降は少な くなっていた。 また,タ ンパ ク質 の供給量(図2)

　図 マ ニ ン グ リダ ・マ ー ケ ッ トに お け る エネ ル ギ ー供 給 量 の変 化(1人1日 あ た り:1988年)
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図2　マニングリダ ・マ ー ケ ッ トに お け るタンパク 質供 給量 の変 化(1人1日 あた り:1988)

は1月 から4月 前半 にかけて1人1日 あた り100g前 後 であ るが,後 半には50g以 下

とな っていた。す なわ ち,エ ネルギ ー,タンパク 質の供給 量は雨期に多 く,乾 期に少

な くなる傾 向が認 め られた。

　アルトマン はマニングリダ か ら約40km内 陸 に入 ったモ メガ ・アウ トステーション

において1979年10月 か ら80年10月 にかけて調査 した結果,全 エネルギー供給量 は雨期

に少な く乾期 に多 くな る傾 向があるが,詳 しくみ ると,ブ ッシュの食料 は乾期 に多 く,

マ ーケ ットの食料 は雨期に多 くな ってお り,両 者 が補完的な関係にあることを報告 し

ている 【ALTMAN　 l987:36-38]。

　 これ らの ことか ら,マ ーケ ッ トのエネルギ ー,タンパク 質 の供給量が雨期に多 く,

乾 期に少な くなる原因は,乾 期には狩猟採集の比率が高 くな り,マ ーケ ッ トに依存 す

る割合が少な くなる こと,さ らに雨期 には ア ウ トステ ーションの人 々がマニ ング リダ

に集 まって,マ ニング リダの人 口が増加 しているためであろ うと考えている。

　 一方,炭 水化物の供給量 は7ケ 月を通 じて,供 給 されなか った ときもあ るが,エ ネ

ルギ ーやタンパク 質の供給に比較 して変化が少なか った(図3)。 炭 水化物 の供給源

は小麦粉や砂糖,炭 酸飲料 がおもなものであ り,小 麦粉は主食 であるダンパーを作 る

のに欠かせ ない材料であ ること,砂 糖は紅茶 にた っぷ り入れ て飲むために欠かせない

ためだ と考 え られ る。

　 以上マ ーケッ トの栄養素等供給量か らみて,エ ネル ギー,タンパク 質は アボ リジ ニ

の活動量が少なければ,必 要量をほぼ充足で きる量 であ り,現 代のアボ リジニが食 生

活のかな りの部分 をマーケ ッ トに依存 してい ることが予想で きるのである。 しか も船

便 ごとの変化をみ ると,供 給量が過剰 と思われ る時期 もあった。 しか しなが らマ ーケ
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図3　 マ ニ ング リダ ・マ ー ケ ッ トに お け る炭 水 化 物 供 給 量 の変 化(1人1日 あ た り:1988)

ットにおける供給量がそのままアボリジニの摂取量にならないことを考慮しなければ

ならない。実際には余剰の食料はむだにされることが多 く,管 理面でも屋外に山積み

にされた り,紙 包みが輸送保存中に破れ,中 身がだめになった りす ることが多い。ま

た,購 入後にも地面にこぼすなどのむだもある。とすれば過剰と思える供給量も平均

すればむしろ足 りない状況であるかもしれない。また,個 人差や日々の供給量の変動

があることは十分予想されることである。

3.マニングリダ ・マ ーケ ッ トの食料 供 給 の特 徴

　マニ ング リダ ・マ ーケ ッ トにおけ る食料供給 の構成か ら特徴 を明らかにす るた め,

食 品群別1人1日 あた り供給食料を もとに して因子分析を行 うこ とに した。

　分析 のために用いたのは(表4),国 民1人1日 あた り供給純食料 の国際比較 喰

糧栄養調 査会編　 1985:181]よ り欧米の食事 の例 として,イ ギ リス(1978)と ア メ リ

カ(1978),ア ジアの食事 の例 として 日本(1983),中 国(1979～81)の そ れぞれ 国民

1人1日 あた り供給純食料。 日本の19世 紀中葉の 『防長風土 注進案』 より算 出 した長

州藩 の食料 【五島　 1990】,『斐太後風土記』 とい う地誌を もとに算出 した明治初期飛

騨地方の食料[藤 野　 1983】。野生食 の比較のために 『斐太後風土記』にかかれた野生

食の部分か ら推定 した野生食 【小山 ・五 島　 1985:481-484】,お よび アボ リジ ニの伝統

的な食事 の例 と して,1973年1月 に おけ るコパンガ の食事 の うち　【MEEHAN　 1982:

154】,購 入食料を除 き,残 りの食品 で,2,000kcal分 に あた る食料 の供給量 を割 り出

した ものである。

　 因子分析 の結果は図4に 示 した。イギ リス,ア メリカ合衆 国は,牛 乳 ・乳製品が多

く 「欧米型」 と名付け ることがで きる。一方,中 国,長 州,飛 騨な どは,穀 類の多い
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穀類旛 難糖豆類騨 実劇 噸 難介藁議難脂

日本 にお け る野 生 食

天 保 期 長 州 藩

明 治初 期 飛 騨 地 方

ア ボ リジ ニ(コパンガ)

ア ボ リジ ニ(マ ニ ング リダ)

ア メ リカ(1978年)

イ ギ リス(1978年)

中 国(1979～81年)

日本(1983年)

　　0　　727　 　　　0　　　0　　91　　　2　　70　 　　0　 　419　 　0　 　　0

465　　　84　　　　0　　23　　199　　　11　　 11　　　0　　　27　　　0　　　0

479　　　30　　　　0　　22　　　　8　　　　3　　　　2　　　　0　　　　21　　　0　　　　0

　　0　　　0　　　　0　　　0　　14　　260　 　229　 　　0　1,054　 　0　　　0

105　　　　5　　134　　　0　　　12　　　89　　　99　　　11　　　　7　208　　　0

182　　122　　　167　　　19　　260　　206　　320　 　　45　　　21　718　　　63

205　 　274　 　144　 　10　　202　 　129　 　206　 　41　　　20　859　 　46

627　　301　　　　12　　　30　　181　　　30　　　63　　　11　　　　11　　20　　　　7

301　　　92　　　59　　25　　342　　150　　　91　　　46　　　179　183　　　44

日本 に お け る野 生 食:『 斐 太 後 風 土 記』 に 記 載 され た食 料 生 産 の うち,野 生 食 料 の み で2,000

　 　 kca1を 摂 取 した と仮 定 した もの 【小 山 ・五 島　 1985:481-484]

天 保 期 長 州藩:『 防長 風 土 注進 案』 か ら推 定 した もの 【五 島　 1990]

明治 初 期 飛騨 地方:r斐 太 後 風 土記 』 か ら推 定 した もの 【藤 野 　 1983】

ア ボ リジ ニ(マ ニ ン グ リダ):マ ニ ング リダ ・マ ー ケ ッ トの調 査

ア ボ リジ ニ(コ パ ンガ):ミ ー ヤ ソの調 査 結 果 よ り,マ ー ケ ッ トに よ る食料 を 除 き,2,000kca1

　 　 あ た りに 換算 した もの

ア メ リカ,イ ギ リス,中 国,日 本:[食 糧 栄 養 調 査会 　 1985:181】

図4　 食品供給量の因子分析

「穀類依存型」 と名付けることにする。さらに 『斐太後風土記』か ら推定した野生食,

コパンガのアボリジニの食事は魚介類の供給量が多いので,「狩猟採集型」といえる。

コパンガは海岸部近くのアウトステーションであ り,と くに魚介類の利用の多い地域
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である。

　 マニング リダ ・マーケ ッ トの食料供給は,イ ギ リス,ア メ リカ合衆国に非常 に近 く,

「欧米型」の食料供給 にな っていた。 その原因のひ とつにはイギ リスの影響を強 くう

けている白人が マーケ ッ トの支配人 であることに よっている と考え られ る。

4.栄 養状態 と疾病との関連

　 オース トラ リア ・アボ リジニの寿命に関 しては,乳 幼児の死亡率が高い こと,寿 命

が短 い こ と,妊 娠か ら出産 に至 る時期 の女性 の死亡率 の高 い こ とが いわれ てい る

【ANDERSON　 　1985]o

　 まず,乳 幼児の死亡率の高い背景には,栄 養や生活環境,育 児習慣の問題があ る。

平均寿命が短 い ことは,第1の 乳幼児死亡率の高いこと,お よび第3の 女性の死亡率

の高 い結果 であ る。 また,妊 娠か ら出産に至 る時期の女性 の死亡原因は,適 切な医療

や西洋医学的な知識 がまだ十分でない点や,厳 しい労働環境,生 活環境,栄 養 の不 良,

母 子衛生へ の無関心 に原因がある と考 えられ る。

　 アボ リジニに多い疾患 として,結 核,B型 肝 炎,寄 生 虫病,心 臓病,糖 尿病,ト ラ

コーマなどの病気が多い といわれている。 アボ リジニの疾病 の統計(病 院を退院 した

件数)に よる と,ア ボ リジニ以外のオ ース トラ リア人 と比較 して患者の割合 が5倍 を

越え る疾患には,伝 染病 ・寄生虫病(9.60倍),　 皮 膚疾患(6.00倍),内 分 泌 ・栄養

・代 謝系 の疾 患(5 .50倍),呼 吸 器系 疾患(5.39倍)で あ った　【DEpARTMENT　 of

ABoRIGINAL　 A伍airs　 19871(表5)。 この資料は,西 オース トラ リアの ものであ るが,

ノ ーザ ンテ リ トリーのアボ リジ ニも同様な傾向にあるもの と思われ る。 しか もかれ ら

が病気にな ってすべて入院す るとは考 え難 く,潜 在 的には もっと多種 の疾病や罹患率

が高 い可能性があ る。

表5　 退院 したアボ リジニの疾病(西 オース トラリア　1984)

呼吸器系

事故,中 毒,暴 力

妊娠および出産

伝染病および寄生虫病

循環器系

皮膚疾患

内分泌,栄 養,代 謝

1,000人あたり人数

　　　 (人)

97

93

58

48

44

36

11

アボリジニ以外の

人に対する倍率

5.39

4.22

2.61

9.60

3.67

6.00

5.50

【Aboriginal　 Statistics　 1986:24,25よ り抜 粋 】
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　アボ リジニの疾病についての統計は現在でも十分ではなく,野 生食料だけの時代と

マーケットの食料を利用するようになっての疾病の比較をすることができない。

　栄養系の疾患は大きく変化 した食生活の影響が大きいと思われる。また,事 故の原

因としては,ア ル コール飲料の問題もあると考えられる。

V.ま と め

　以上述べてきた ように,マニングリダ ・マーケットの食料供給をみると,小 麦粉,

砂糖の供給量が多 く,野 菜 ・果実類,魚 介類の供給量が大変少ないことが明らかにな

った。一方,栄 養素等の供給量からはエネルギー量,タ ンパク質の供給量がマニング

リダの住民の必要量を充足する量と考えることができた。すなわち,マ ニングリダの

住民は食料のかな りの部分をマーケットにたよっていると考えられた。しか しながら,

全部の量をマーケットで充足すると仮定すれぽ,無 機質,ビ タミン類が不足すると考

えられた。また,タ ンパク質やエネルギー量の供給には季節的な変動が認められ,雨

期に供給量が多 く,乾 期に減少する傾向があった。

　 アボ リジニは本来,野 生食料から栄養素を摂取 してきたので,動 物の内臓や無機質

や ビタミソに富む野生食品を食べることをやめて,マ ーケットだけの食品にかたよる

ことは大変危険であろう。また伝統的に料理に調味料を使用 しないため,フ ァース ト

・フードや加工食品に多く含まれる食塩,砂 糖,脂 肪の取 り過ぎに十分注意する必要

があるだろう。さらに,砂 糖の供給量は非常に多 く,明 らかに取 り過ぎで,肥 満,糖

尿病とのかかわ りや成人病 との関連のうえでも減少させることが望ましいであろ う。

　 マーケットの商品の一部は,ト ラックにつまれ,ア ウトステーション で販売されて

いる(タッカー・ラン とよぼれる)。 タッカー ・ランの商品は,運 賃や人件費等の理

由で商品の単価が高い(商 品の価格はダーウィンよりマニングリダ,マニングリダ よ

りアウトステーション の方が高い。そのため,白 人の多 くはダーウィン か ら直接購入

してお り,マ ーケッ トを利用す ることは少ない)。 また,タッカー・ラン が定期的に

来ないため,狩 猟採集に行きた くてもいつ来るかわか らないタッカー・ラン を待つた

め,狩 猟採集を行 うことができないなどの問題がある。

　 また,マ ーケットの食料品は,お 金があれぽいつでもほ しいものが手に入るが,お

金がないとマーケットには品物があるのに手に入らないということがおこりうる。す

なわち,貨 幣を持たない人にとっては,マニングリダ は 「飢餓のまち」となるといわ

れている(ブ ラックリー氏の指摘による)。個人が摂取する食料の個人差が大きいこ
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と,個 人によっても日による変動が大きいことも問題と思われる。

　これまで狩猟採集 とい う社会形態であっただけに貨幣経済の持つ問題点も考慮した

上で,ア ボ リジニに とってより望ましい食生活を構築 してゆ く必要があるといえるだ

ろう。
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